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鳥取県への要望書による陳情 

◆開催日時 ： 2020 年 3 月 13 日（金） 13:00～14:00 

◆場   所 ： 鳥取県庁 5 階 会議室 

◆要望事項 ： 鳥取県「コンクリート構造物ひび割れ抑制対策マニュアル(案)」運用 

の確認と補修工事の平準化発注、コンクリート診断士活動の援助 

◆出席者 ： 以下に示す通り。 

 

鳥取県 鳥取県コンクリート診断士会 

県土整備部技術企画課 課長 前田 達美 氏 会 長 奥村 智洋 

県土整備部技術企画課 課長補佐 倉本 政寛 氏 副会長 江原 恭二 

会計管理局工事検査課総括検査専門員 梶川 晴近 氏 副会長 北窓 靖典 

県土整備部技術企画課 係長 椎木 孝三 氏 監 事 桝田 克仁 

 

 

コロナウイルス対策のため、マスク着用での陳情となりました。 
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冒頭、当会奥村会長から、このような機会を設けていただいたことに対し、感謝の意を
表し、出席者の紹介を行った。また、県側の出席者の紹介を受けた。 

 
P.3-4 に示す要望書をもとに、具体的な「要望事項」として、下記項目について要望した。 

 
    １．鳥取県「コンクリート構造物ひび割れ抑制対策マニュアル（案）」運用について 
    ２．補修工事発注時期の平準化 
    ３．コンクリート診断士、活動の場の増大 
 
  要望に対する回答として概略すると、以下に示す通りである。 
 
    １．については、５ｍの目地間隔で８基の橋台で実施し、６基が良好であるとの結果であった。

鳥取県と(公財)鳥取県建設技術センターで妥当性について検討中である。早ければ、来年度検
討結果を報告できる。 

    ２．については、引き続きゼロ県債を活用し、補修工事の労務、資材の確保、補修品質の確保の
ため、発注時期の平準化に取り組んでいく。 

    ３．については、取り組みの結果優れた工事となった場合は、加点対象としている。設計段階
で、コンクリート診断士を活用して配慮し、実績を重ねていってほしい。 

 
 陳情活動の中で、より具体的な説明に耳を傾けていただけた事に感謝致します。また、事前

に要望事項に対する回答をご準備いただいたことに対し、改めて感謝する次第である。 
より良き社会資本の蓄積のために、意見交換が出来たことは大変有意義であったと思う。 
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